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１議事の経過 

 

 

午後１時３０分 開会 

 

○議会書記長（猪飼康弘君） 

失礼いたします。議会書記長の猪飼でございます。本日はどうぞよろしくお 

願いいたします。開会に先立ちまして、この際ご紹介を申し上げます。７月に開

催いたしました第１回臨時会以降、新しく当広域連合議会議員に就任されました

みなさまをご紹介いたします。 

まず初めに、松阪市の水谷晴夫議員でございます。（拍手） 

続きまして、名張市の藤島幸子議員でございます。（拍手） 

続きまして、尾鷲市の岩田昭人議員でございます。（拍手） 

続きまして、南伊勢町の小山巧議員でございます。（拍手） 

本日欠席というご連絡を頂いておりますが、紀北町の尾上壽一議員をご紹介さ

せていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。以上でご紹介

を終わらせていただきます。 

次に、議案の訂正についてご報告申し上げたいと思います。本日、定例会に提

出予定の議案の一部に誤りがございましたのでお詫びさせていただきたいと思

います。お手元の方に正誤表をお配りさせていただきました。その正誤表のとお

り訂正いたしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

それでは、平成２１年第２回三重県後期高齢者医療広域連合議会定例会の議事

について、大谷徹議長よろしくお願いいたします。 

 

○議長（大谷徹君） 

みなさんこんにちは。議長の大谷でございます。どうぞ、よろしくお願いいた

します。 

ただいまの出席議員数は２６名であります。定足数に達しておりますので、平

成２１年第２回三重県後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会いたします。 



なお、議案説明のため広域連合長以下関係者の出席を求めておりますことをご

報告いたします。 

会議に先立ちまして、連合長から招集のごあいさつをいただきます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  松田広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

招集に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。 

 本日は、何かとご多用の中、本広域連合議会にご参集をいただきまして、誠に

ありがとうございます。 

また、議員の皆様方には、平素から広域連合の運営につきまして、格別のご指

導、ご支援を賜り厚く御礼を申し上げます。 

本日の定例会におきましてご審議をいただきます案件は、専決処分の承認が１

件、決算の認定が２件、補正予算が２件でございます。 

また、監査委員の選任につきましても、本会議の同意を得るため、議案といた

しまして提出をさせていただきました。よろしくご審議のほど、お願いを申し上

げます。 

さて、後期高齢者医療制度につきましては、１０月２６日の鳩山首相の所信表

明演説において、「財政のみの視点から医療費や介護費をひたすら抑制してきた

これまでの方針を転換し、質の高い医療・介護サービスを効率的かつ安定的に供

給できる体制づくりに着手する」方針が示されました。制度の廃止に向けて新た

な制度を検討する考えが表明されたところでございます。 

しかしながら、新制度のあり方については、今後開催されます「高齢者医療制

度改革会議」で検討されることになっており、明確な方針は不明瞭な状況でござ

います。 

このような状況の中ではありますが、本広域連合といたしまして、政府・与党

の動きなどに注視するとともに、住民のみなさんの理解を得ながら、関係２９市

町と連携を密にし、制度の円滑な運営に努めてまいりたいと存じますので、議員

の皆様方のご理解やご協力を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

以上、簡単ではございますが、開会にあたりましてのあいさつといたします。 

 

 



午後１時３５分 開議 

 

○議長（大谷徹君） 

ありがとうございました。 

これから、本日の会議を開きます。議事日程[第１号]により議事を進めます。 

日程第１「議席の指定」を行います。新たに選出された議員の議席は、ただい

まご着席の席を指定といたします。 

なお、本日欠席の尾上議員は３４番と指定いたします。 

 

 

 

○議長（大谷徹君） 

日程第２「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員につきましては、会議規則第１０７条の規定により、議席番号

２１番坂井悟議員及び議席番号３５番古川弘典議員を指名いたします。 

 

 

 

○議長（大谷徹君） 

  日程第３「諸般の報告」を行います。 

  監査委員から報告のありました「現金出納検査の結果」及び「平成２１年度三

重県後期高齢者医療広域連合定例監査等結果報告書」については、お手元に配布

のとおりであります。 

 

 

 

○議長（大谷徹君） 

  次に、日程第４「会期の決定」を議題とします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は、本日一日としたいと思います。ご異議

ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  異議なしと認めます。よって、会期は、本日一日と決定いたしました。 

 



 

 

○議長（大谷徹君） 

  次に、日程第５「議案第１９号 専決処分の承認について（平成２１年度三重

県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号））」を議題

といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  松田広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議案第１９号 専決処分の承認につきましては、特に緊急を要し、広域連合 

 議会を招集してその議決を得る時間的な余裕がないことが明らかであったため、 

専決処分をいたしましたので、本広域連合議会にご報告を申し上げ、同処分のご

承認をお願いするものであります。 

 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予 

算（第２号）は、歳入歳出予算について補正しようとするもので、歳入歳出予 

算の総額に、歳入歳出それぞれ、７８７万４千円を追加し、補正後の歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１千５９５億７千７５１万６千円とするものであ

ります。 

 なお、詳細につきましては、事務局長より説明いたします。 

 

○事務局長（竹仲透君） 

 議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

 竹仲事務局長。 

  

○事務局長（竹仲透君） 

 議案第１９号 専決処分の承認につきましてご説明させていただきます。 

 補正の内容といたしましては、高額療養費特別支給費の給付によるものでござ

いますが、これにつきましては、７５歳になられたかたは、その誕生月には「誕



生日以後の長寿医療制度」と「誕生日前の医療保険」の２つの制度に加入されて

いたため、それぞれの保険で一定額を超えて医療費を支払っている場合には、他

の月に比べて負担が増加することがございました。そこで平成２１年１月以降に

７５歳となられたかたにつきましては、他の月と比べて負担が増えない措置が講

じられましたが、平成２０年４月から１２月までに７５歳となられたかたにつき

ましても高額療養費特別支給金を支給することにより、負担を軽減しようとする

ものであります。 

支給金の申請案内等は、厚労省の通知によりまして後期高齢者医療広域連合か

ら行うこととされており、これを受けて、後期高齢者医療特別会計の歳入歳出そ

れぞれ７８７万４千円を追加するものでございます。 

 ８ページ・９ページをお願いいたします。まず歳入でございます。 

 第２款 国庫支出金 第２項 国庫補助金 第１目 調整交付金として、特別

調整交付金７８７万４千円の増額であります。 

 １０ページ・１１ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 第１款 総務費 第１項 総務管理費 第１目 一般管理費として、役務費は

１０８万８千円の増額で、委託料は２４６万６千円の増額であります。これは平

成２０年４月から１２月にかけて、７５歳に年齢到達されたかたに対して、遡及

して高額療養費特別支給金を支給するための案内文書等の送付に係る通信運搬

費及び電算システム事業委託料の増額でございます。 

 第７款 諸支出金 第１項 償還金及び還付加算金 第４目 高額療養費特

別支給金として、償還金、利子及び割引料４３２万円の増額であります。これは

高額療養費特別支給金の支給対象者約８００人に係る高額療養費特別支給金で

ございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

 

○議長（大谷徹君） 

  説明が終わりました。本案について、質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



 

○議長（大谷徹君） 

  討論なしと認めます。これをもちまして、討論を終わります。 

  これより採決を行います。「議案第１９号」について、原案のとおり可決する 

ことにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  異議なしと認めます。よって、「議案第１９号」は、原案のとおり可決され 

ました。 

 

 

 

○議長（大谷徹君） 

  次に日程第６「議案第２０号 平成２０年度三重県後期高齢者医療広域連合一

般会計歳入歳出決算認定について」を議題といたします。本案について提案理由

の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  松田広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議案第２０号 平成２０年度三重県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳

出決算認定につきましては、地方自治法第２３３条第１項の規定に基づき調製し、

同条第２項の規定により監査委員の審査に付しましたところ、決算審査意見書の

提出がありましたので、同条第３項の規定により、議会の認定をいただくもので

あります。 

決算の概要といたしましては、予算額２億５千７７８万２千円に対し、収入済

額２億５千７５４万９９４円、支出済額２億４千７０３万４千４３８円、翌年度

繰越額０円、差引残高１千５０万６千５５６円であります。 

監査委員よりいただきました決算審査意見書１４ページのまとめにもありま

すとおり、制度施行にあたっては、被保険者のかたのみならず、関係各方面から



さまざまな意見が出されており、政府与党においても所得の低いかたに対する保

険料の軽減割合の拡大など、制度の見直しや円滑な運営のための新たな施策が実

施されているところでございます。また、衆議院選挙後の政府与党などの動きに

注視し、関係２９市町との連携を密にしながら、今後とも適正な運営に努めてま

いります。 

なお、詳細につきましては、会計管理者より説明をいたします。 

 

○会計管理者（大西一治君） 

  議長。 

   

○議長（大谷徹君） 

  大西会計管理者。 

 

○会計管理者（大西一治君） 

 それでは、資料番号④一般会計歳入歳出決算書及び資料番号⑦歳入歳出決算説

明資料の１ページ一般会計歳入歳出決算事項別明細書によりまして、ご説明をさ

せていただきます。 

初めに歳入でございます。説明資料の２ページ・３ページをお願いいたします。 

第１款 分担金及び負担金、これは県内関係市町の負担金で、予算現額１億７

千５７０万４千円に対し、調定額、収入済額とも１億７千５７０万４千円であり

ます。 

第２款 国庫支出金、これは保険料不均一賦課に係る国庫負担金３１６万３千

７３９円、医療費適正化対策事業に係る国庫補助金１０４万８千円であります。

予算現額 ４４２万５千円に対し、調定額、収入済額とも４２１万１千７３９円

であります。 

第３款 県支出金、これは保険料不均一賦課に係る県負担金で、予算現額３３

６万３千円に対し、調定額、収入済額とも３１６万３千７３９円であります。 

第４款 財産収入、これは財政調整基金の利子収入で、予算現額６万７千円に

対し、調定額、収入済額とも６万６千２２０円であります。 

第５款 繰越金、これは平成１９年度からの繰越金で予算現額７千３５４万６

千円に対し、調定額、収入済額とも７千３５４万６千３１９円であります。 

  第６款 諸収入、主なものとして預金利子８１万５千９０３円などであります。

予算現額６７万７千円に対し、調定額、収入済額とも８４万８千９７７円であり

ます。 

４ページ・５ページをお願いいたします。以上、一般会計の歳入合計は予算現

額２億５千７７８万２千円に対し、調定額、収入済額とも２億５千７５４万９９



４円であり、１００％の収入率となります。 

６ページ・７ページをお願いいたします。続きまして、歳出でございます。 

第１款 議会費は予算現額７１万１千円に対し、支出済額５９万３千９１０円、

不用額は１１万７千９０円、執行率は８３．５％であります。 

これは、平成２０年第１回臨時会（７月）、平成２０年第２回定例会（１１月）

及び、平成２１年第１回定例会（２月）にかかる報酬、旅費、会場使用料であり

ます。不用額の主なものとしては、議会議員の欠席にともなう報酬の残と、議員

旅費の残で、旅費につきましては公用車を利用された場合は、交通費相当分を支

給しなかったため生じたものでございます。 

第２款 総務費は予算現額２億４千８９０万円に対し、支出済額２億３千９１

６万８千５０円、不用額は９７３万１千９５０円、執行率は９６．１％でありま

す。 

第１項 総務管理費の支出の主なものとして、給料は、会計管理者の給料３５

４万円であります。 

職員手当等は、会計管理者の諸手当のほか広域連合職員の時間外勤務手当１千

３２４万８千６８８円の支出であります。 

報償費は、三重県後期高齢者医療広域連合運営協議会の委員報償１４万４千円

で、平成２０年度は３回開催いたしました。 

旅費は、５７万８千９００円で、運営協議会委員旅費及び厚労省での全国会議

など職員の普通旅費であります。 

需用費は、コピー用紙などの事務用消耗品費１５４万２９６円、印刷製本費１

６万５千２７０円などであります。 

役務費は、広域連合の電話回線使用料１１０万６千１２５円などであります。 

委託料は、財務会計システム保守点検委託料１５４万１千６５２円、広域連合

電算処理システム構築に伴う委託料１千２１８万円であります。 

使用料及び賃借料は、事務所借上料３１７万４千４４４円、事務処理機器借上

料４２７万５千７９４円などであります。 

備品購入費は、７万３千４９３円の支出で、書庫等を購入いたしました。 

負担金、補助及び交付金は、事務所光熱給水費負担金２５０万６千６９３円、

広域連合への派遣職員人件費負担金１億３千９９９万９千７３２円などであり

ます。 

積立金は、財政調整基金への積立金４千９６７万５千２２０円の支出でありま

す。 

第２項 選挙費といたしまして３万３千１１０円の支出であります。 

第３項 監査委員費といたしまして２０万１千円の支出であります。 

不用額の主なものとしては、職員手当等として時間外勤務手当の残２３５万２



千３１２円、旅費として派遣職員移転料の残８４万７千８００円、委託料として

保健師委託料の残２０８万９千円、負担金、補助及び交付金として派遣職員人件

費の残１７６万１千２６８円などであります。 

８ページ・９ページをお願いいたします。 

第３款 民生費は予算現額７６７万１千円に対し、支出済額７２７万２千４７

８円、不用額は３９万８千５２２円、執行率は９４．８％であります。 

特別会計への繰出金といたしましては、保険料不均一賦課繰出金、度会町分で

ございますが６３２万７千４７８円、後期高齢者医療制度事業費補助金９４万５

千円であります。 

第４款 予備費につきましては、予算現額５０万円に対し、執行はございませ

んでした。 

以上、一般会計の歳出合計は、予算現額２億５千７７８万２千円に対し、支出

済額は２億４千７０３万４千４３８円、執行率は９５．８％、不用額は１千７４

万７千５６２円であります。 

１０ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。 

歳入総額２億５千７５４万９９４円に対し、歳出総額２億４千７０３万４千４

３８円、歳入歳出差引額１千５０万６千５５６円、実質収支額も同じく１千５０

万６千５５６円となります。 

２８ページをお願いいたします。次に財産に関する調書でございますが、基金

につきまして、平成２０年度末現在、財政調整基金が５千１２万６千６０３円、

後期高齢者医療制度臨時特例基金が１３億４千２８３万８千３０７円、後期高齢

者医療事業運営基金は０円でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくご審議のほどお願いいたしたいと思います。 

 

○議長（大谷徹君） 

  説明が終わりました。本案について、質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 



○議長（大谷徹君） 

  討論なしと認めます。これをもちまして、討論を終わります。 

  これより採決を行います。「議案第２０号」について、原案のとおり認定する 

ことにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  異議なしと認めます。よって、「議案第２０号」は、原案のとおり認定するこ

とに決定いたしました。 

 

 

 

○議長（大谷徹君） 

  次に日程第７「議案第２１号 平成２０年度三重県後期高齢者医療広域連合後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について」を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  松田広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

 議案第２１号 平成２０年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定につきましては、一般会計と同様に地方自治法第２３

３条第１項の規定に基づき調製し、同条第２項の規定により監査委員の審査に付

しましたところ、決算審査意見書の提出がありましたので、同条第３項の規定に

より、議会の認定をいただくものであります。 

決算の概要といたしましては、予算現額１千４４０億６千４１０万８千円に対

し、収入済額１千３８０億１千２７７万４千７６６円、支出済額１千３４７億７

千９２万３千７２０円、翌年度繰越額０円、差引残額３２億４千１８５万１千４

６円であります。 

  監査委員よりいただきました決算等審査意見書の２６ページのまとめにもあ

りますとおり、平成２０年４月から平成２１年２月の自己負担額を含む医療費は



１千４３０億６千３３８万円で、一人当たりの医療費は６７万４千８４０円とな

っております。 

被保険者のかたからの保険料収納状況をみますと収納率は９８．９１％となっ

ており、また健診事業での受診率につきましては、受診率が２４．６％と目標値

の４０％を下回っております。 

収納率につきましては市町における納付相談など、三重県の協力も得ながら、

２９市町と連携して収納率の向上に取り組んでまいります。また、健診事業につ

きましては、被保険者のかたに情報提供を行うなど、事業の推進に努めてまいり

ます。 

詳細につきましては、会計管理者より説明いたします。 

 

○会計管理者（大西一治君） 

  議長。 

   

○議長（大谷徹君） 

  大西会計管理者。 

 

○会計管理者（大西一治君） 

後期高齢者医療特別会計につきましては、制度開始初年度であり、初めての決

算認定となります。 

それでは、資料番号⑤特別会計歳入歳出決算書及び資料番号⑦歳入歳出決算説

明資料１１ページの特別会計歳入歳出決算事項別明細書によりまして、ご説明さ

せていただきます。 

初めに歳入でございます。説明資料の１２ページ・１３ページをお願いいたし

ます。 

第１款 市町支出金、これは県内関係市町の負担金で、事務費等負担金７億６

千５５３万３千円、保険料等負担金１３０億１千１７８万９千７９４円、療養給

付費負担金１１０億５千４４９万８千円であります。予算現額２５３億７千８１

１万３千円に対し、調定額、収入済額とも２４８億３千１８２万７９４円であり

ます。 

第２款 国庫支出金、これは医療給付費に対する国の負担分として療養給付費

負担金３１１億５千６６６万８千７９８円、高額医療費負担金３億４千３９４万

５千２０３円、国庫補助金として調整交付金１１８億５千３３万７千円のほか、

健診事業費補助金６千４０７万７千円、高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金

１１億６千９２１万７千８１５円でございます。予算現額４６７億１千３２万１

千円に対し、調定額、収入済額とも４４５億８千４２４万５千８１６円でありま



す。 

第３款 県支出金、これは医療給付費に対する県の負担分として療養給付費負

担金１０３億７１１万９千９７２円、高額医療費３億４千３９４万５千２０３円

のほか、健診事業費補助金３千２０３万８千円、高齢者医療制度円滑運営事業費

補助金６億７３１万４千５８８円、県委託金７７万７千円でございます。 

 予算現額１２０億４千６６４万１千円に対し、調定額、収入済額とも１１２億９

千１１９万４千７６３円であります。 

１４ページ・１５ページをお願いいたします。 

  第４款 支払基金交付金、これは医療給付費に対する支払基金からの交付金で、

予算現額５９３億５１６万円に対し、調定額、収入済額とも５６６億９千１６７

万１千円であります。 

第５款 特別高額医療費共同事業交付金、これはレセプト１件当たり４００万

円を超える医療費のうち、２００万円を越える部分についての財政調整分として

広域連合に交付されるもので、予算現額５千１７９万９千円に対し、調定額、収

入済額とも１千６０１万２４１円であります。 

第６款 繰入金、これは一般会計からの繰入金７２７万２千４７８円、後期高

齢者医療制度臨時特例基金繰入金４億４千３４４万２千９１８円であります。 

 予算現額４億５千８２３万７千円に対し、調定額、収入済額とも４億５千７１万

５千３９６円であります。 

１６ページ・１７ページをお願いいたします。 

  第７款 県財政安定化基金借入金は、医療給付費の見込み以上の増加、保険料

の未納による財政不足に対応するため、財政安定化基金より貸付が行われますが、

平成２０年度の実績はありませんでした。 

第８款 諸収入でありますが、主なものとして預金利子６千８２３万８千６６

１円、第三者行為による医療費の返還金４千４３９万６千８４３円、健康診査管

理システム構築にともなう三重県市町村振興協会からの助成金３千２４８万７

千円などであります。予算現額１億１千２９５万６千円に対し、調定額、収入済

額とも１億４千６２９万４千５５１円であります。 

１８ページ・１９ページをお願いいたします。 

  第９款 財産収入、これは後期高齢者医療制度臨時特例基金の利子収入であり

ます。予算現額８８万円に対し、調定額、収入済額とも８２万２千２０５円であ

ります。 

以上、特別会計の歳入合計は、予算現額１千４４０億６千４１０万８千円に対

し、調定額、収入済額とも１千３８０億１千２７７万４千７６６円であり、１０

０％の収入率となります。 

２０ページ・２１ページをお願いいたします。続きまして、歳出でございます。 



第１款 総務費は、予算現額１９億３千８８６万８千円に対し、支出済額１８

億９千１４４万１千３２９円、不用額は４千７４２万６千６７１円、執行率は９

７．６％であります。 

支出の主なものとして、役務費は、通信運搬費として被保険者証郵送料６千６

５９万１千５３４円、医療費通知郵送料２千１４１万２千６９４円、長寿医療健

康診査の受診券郵送料１千６７４万６千６８２円のほか、制度周知のための新聞

による広告費３回分、１千７６万６千４９０円などであります。 

委託料は、広域連合および２９市町に設置しております標準システムにかかる

電算処理システムの保守・管理委託料５千３７６万７千８７５円のほか、レセプ

ト管理事務委託料８千３９万８千３４５円、レセプト資格給付確認事務委託料１

億２千２６０万３１０円などであります。 

使用料及び賃借料は、広域連合および２９市町に設置しております標準システ

ムにかかる電算機器の賃貸借料及びシステムサービス利用料９千１３６万２千

９０円であります。 

負担金、補助及び交付金は、健康診査・保健指導管理システムの構築にかかる

負担金３千２４８万７千円、診療報酬明細書等の保存及び管理業務のためのレセ

プト管理システム構築にかかる負担金３千６７４万４千６００円、被保険者のか

たへの特別徴収から口座振替への変更のお知らせなどのダイレクトメールの発

送経費や、後期高齢者医療制度の広報・説明会などの経費に対する各市町への特

別対策特例補助金２千９１１万８千６２０円などであります。 

積立金は、被用者保険の被扶養者に対する保険料徴収激変緩和措置継続分、低

所得者の保険料軽減措置に対する経費などとして交付されました後期高齢者医

療制度臨時特例交付金を後期高齢者医療制度臨時特例基金への積立金１１億７

千４万２０円であります。 

不用額の主なものとしては、役務費では通信運搬費の残２千２８万９千９９１

円、委託料では電算システム保守管理の残６８２万６千８７５円、レセプト管理

事務委託料の残５００万１千６５５円、レセプト資格給付確認事務委託料の残６

４９万９千６９０円、負担金、補助及び交付金では市町への特別対策特例補助金

の残２１２万３千３８０円などであります。 

第２款 医療給付費は、予算現額１千４０７億１千９１９万１千円に対し、支

出済額１千３２４億３千８１万６千３２円、不用額は８２億８千８３７万４千９

６８円、執行率は９４．１％であります。 

第１項 療養諸費のうち、支出の主なものとして、療養給付費等は、医療機関

への支払１千２９５億５千７０１万６千４０４円であります。 

療養費は、柔整、針灸マッサージ、補装具等の支給９億１千９０７万２千８４

円であります。移送費の実績はありませんでした。 



審査支払手数料は、レセプトの審査にかかる手数料４億１千７６３万８千１９

９円であります。 

第２項 高額療養諸費のうち、高額療養諸費９億５千４０３万９千３４５円は、

１ヶ月あたりの自己負担限度額を超えた分であり、被保険者のかたへ振り込ませ

ていただくものであります。 

高額介護合算療養費は平成２１年度より実施されることになったため平成２

０年度の実績はありませんでした。 

２２ページ及び２３ページをお願いいたします。 

第３項 その他医療給付費は、葬祭費５億８千３０５万円であります。不用額

の理由といたしましては、医療給付費の伸び率を平成１８年度における老人医療

費の給付実績に対し、厚労省が示す４．８％の伸びを見込んでいましたが、平成

２０年度の医療給付費は、当初予想より下回り１．９％の伸びであったことによ

るものであります。 

第３款 県財政安定化基金拠出金は、予算現額１億６千５２５万６千円に対し、

支出済額１億６千５２５万５千７４４円、不用額は２５６円、執行率は１００％

であります。 

これは、後期高齢者医療制度の財政の安定化を図るため三重県に基金が設置さ

れており、国、県、広域連合の三者で拠出するものであります。 

第４款 特別高額医療費共同事業拠出金は、予算現額５千２７９万９千円に対

し、支出済額７１０万３千７６円、不用額は４千５６９万５千９２４円、執行率

は１３．５％であります。 

これは、レセプト１件当たり４００万円を超える医療費の２００万円を超える

部分について平成２０年度の実績に応じて拠出するものであります。 

第５款 保健事業費は、予算現額５億１千５８３万５千円に対し、支出済額 

２億７千６３０万７千５３９円、不用額は２億３千９５２万７千４６１円、執行

率は５３．６％であります。 

これは、長寿医療健康診査及び無医地区への保健事業であります。不用額の主

なものとしては、健康診査事業の残で、受診率を当初４０％と見込んでおりまし

たが、２４．６％と当初の見込を下回ったことによるものであります。 

第６款 公債費につきましては、予算現額６２５万円に対し、執行はございま

せんでした。 

２４ページ・２５ページをお願いいたします。 

第７款 諸支出金につきましては、予算現額５０万円に対し、執行はございま

せんでした。 

第８款 予備費につきましては、予算現額６億６千５４０万９千円に対し、執

行はございませんでした。 



以上、特別会計の歳出合計は、予算現額１千４４０億６千４１０万８千円に対

し、支出済額は１千３４７億７千９２万３千７２０円、執行率は９３．５％ 

不用額は９２億９千３１８万４千２８０円であります。 

２６ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。 

歳入総額１千３８０億１千２７７万４千７６６円に対し、歳出総額１千３４７

億７千９２万３千７２０円、歳入歳出差引額３２億４千１８５万１千４６円、 

実質収支額も同じく３２億４千１８５万１千４６円となります。 

次に２８ページの財産に関する調書でございますが、基金につきまして、一般

会計における決算審査の説明の繰り返しになりますが、平成２０年度末現在、財

政調整基金が５千１２万６千６０３円、後期高齢者医療制度臨時特例基金が１３

億４千２８３万８千３０７円、後期高齢者医療事業運営基金が０円でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 

○議長（大谷徹君） 

  説明が終わりました。本案について、質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

○藤島幸子議員 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  発言を許可します。１３番藤島議員。 

 

○藤島幸子議員 

  保健事業についてお伺いをいたします。目標値より少なかったということです

が、それぞれ市町の中では目標値を達成しているところもあると思います。この

ような状況の中で、それぞれ市町によっても違いますし全国的にも凄く受診率に

ついては差があると思いますけれど、この説明資料の中の６７ページのところに

も事業評価ということで述べていらっしゃいますけれども、ここにある「事業内

容が初年度であったために伝えきれなかったこと」、また「従前の基本健康診査

に比べ検査項目が減ったこと」、「受診対象外が多くあったこと」によるものと考

えるというふうにあるわけですけれども、今後これをどのように改善していく具

体的なことを考えていらっしゃるのかをお聞きしたいと思います。 

 

○議長（大谷徹君） 

  ただいまの藤島議員の質疑に対する答弁を求めます。 



 

○参事兼事業課長（人見満雄君） 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  人見参事兼事業課長。 

 

○参事兼事業課長（人見満雄君） 

  事業課長の人見でございます。今のお話でございますが、この２１年に関しま

して実は診査項目を９項目ほど増やしております。これは今まで行っておりまし

た基本健康診査にある程度似た形にするようにしております。 

  また、対象外でございました生活習慣病治療中のかたというのを実は２０年度

は除いていた訳でございますが、これも入れさせていただきました。これらのこ

とを実施をいたしまして、２１年度に関しましては今のところ前年度よりもかな

り受診されたかたが、２ヶ月程度でございますが多くなってきているという状況

でございます。 

  また、これを見ながら翌年度につなげてまいりたいと、そのように考えており

ます。よろしくお願いいたします。 

 

○議長（大谷徹君） 

  ほかにご質疑はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  討論なしと認めます。これをもちまして討論を終わります。 

これより採決を行います。「議案第２１号」について、原案のとおり認定する

ことにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 



 

○議長（大谷徹君） 

  異議なしと認めます。よって、「議案第２１号」は、原案のとおり認定するこ

とに決定いたしました。 

 

 

 

○議長（大谷徹君） 

  次に日程第８「議案第２２号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合一

般会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  松田広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

 議案第２２号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予

算（第１号）は、歳入歳出予算について補正しようとするもので、歳入歳出予算

の総額から、歳入歳出それぞれ８０８万５千円を減額し、補正後の歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２億１４８万５千円とするものであります。 

詳細につきましては、事務局長より説明いたします。 

 

○事務局長（竹仲透君） 

 議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

 竹仲事務局長。 

  

○事務局長（竹仲透君） 

 議案第２２号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予

算（第１号）の詳細につきまして、ご説明をさせていただきます。 

８ページ・９ページをお願いいたします。まず歳入でございます。 

第５款 繰入金、第１項 基金繰入金、第１目 財政調整基金繰入金は、８０



８万５千円の減額であります。これはきめ細やかな相談体制の整備として、電算

処理システム追加サーバを購入するにあたり、検証機分については財政調整基金

を財源として購入いたしましたが、７月開催の平成２１年第１回臨時会におきま

して、ご承認いただきましたとおり当初予定額よりも入札の結果、安価に購入で

きたことから、財政調整基金繰入金８０８万５千円を減額をしようとするもので

あります。 

１０ページ・１１ページをお願いいたします。歳出でございます。 

第３款 民生費、第１項 社会福祉費、第１目 老人福祉費は、８０８万５千

円の減額でございます。これは先ほど歳入でご説明させていただきました電算処

理システム追加サーバ検証機分の購入に係る後期高齢者医療特別会計への繰出

金として８０８万５千円の減額をしようとするものであります。 

以上で説明を終わります。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

 

○議長（大谷徹君） 

  説明が終わりました。本案について、質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  討論なしと認めます。これをもちまして、討論を終わります。 

これより採決を行います。「議案第２２号」について、原案のとおり可決する 

ことにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  異議なしと認めます。よって、「議案第２２号」は、原案のとおり可決されま 

した。 

 



 

 

○議長（大谷徹君） 

  次に、日程第９「議案第２３号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）」を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  松田広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

 議案第２３号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療

特別会計補正予算（第３号）は、歳入歳出予算について補正しようとするもので、

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２千２３７万７千円を追加し、補正後

の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１千５９５億９千９８９万３千円と

するものであります。 

詳細につきましては、事務局長より説明いたします。 

 

○事務局長（竹仲透君） 

 議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

 竹仲事務局長。 

  

○事務局長（竹仲透君） 

 議案第２３号 平成２１年度三重県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療

特別会計補正予算（第３号）の詳細につきまして、ご説明をさせていただきます。 

８ページ・９ページをお願いいたします。まず歳入でございます。 

第２款 国庫支出金、第２項 国庫補助金、第３目 高齢者医療制度円滑運営

臨時特例交付金は、３千２０１万６千円の増額で、平成２１年度保険料の追加軽

減措置として、７割軽減から８．５割軽減へ軽減割合が拡大されましたが、この

差額分の１．５割分につきまして、臨時特例交付金が追加交付されるものでござ

います。 



第６款 繰入金、第１項 一般会計繰入金、第１目 一般会計繰入金は、８０

８万５千円の減額であります。これは一般会計でもご説明させていただきました

電算処理システム追加サーバ検証機分の購入が予定額よりも安価で購入できた

ことにより、一般会計からの繰入金８０８万５千円を減額しようとするものでご

ざいます。 

第６款 繰入金、第２項 基金繰入金、第１目 後期高齢者医療制度臨時特例

基金繰入金は、５８８万１千円の減額であります。これにつきましても、電算処

理システム追加サーバ本番機の購入が予定額よりも安価で購入できたことによ

りまして、後期高齢者医療制度臨時特例基金繰入金５８８万１千円を減額しよう

とするものでございます。 

１０ページ・１１ページをお願いいたします。 

第７款 繰越金、第１項 繰越金、第１目 繰越金は、４３２万７千円の増額

であります。これは、国庫支出金等精算返納金として４０９万２千円を返還する

ため、また県財政安定化基金拠出金として２３万５千円を拠出するため、平成２

０年度からの繰越金を財源として充てるものでございます。 

１２ページ・１３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

第１款 総務費、第１項 総務管理費、第１目 一般管理費は、１千８０５万

円の増額であります。 

備品購入費は、機械器具費といたしまして、先程より説明させていただいてお

ります電算処理システム追加サーバ本番機・検証機の購入が予定額よりも安価で

購入できたことにより１千３９６万６千円を減額するものであります。 

積立金は、円滑運営臨時交付金が追加交付されたことによりまして、後期高齢

者医療制度臨時特例基金積立金として３千２０１万６千円を増額するものでご

ざいます。 

第２款 医療給付費、第１項 療養諸費、第１目 療養給付費等は、３億６千

６５３万７千円の減額であります。これは高額介護合算療養費を支給するにあた

り、医療給付費において所要額の調整を行うものでございます。 

第２款 医療給付費、第２項 高額療養諸費、第２目 高額介護合算療養費は、

３億６千６５３万７千円の増額であります。これは、１年間に支払った医療費の

自己負担額と介護保険の利用者の負担額の合計が自己負担限度額を超えた金額

を高額介護合算療養費として被保険者のかたに給付するものでございます。 

第３款 県財政安定化基金拠出金、第１項 県財政安定化基金拠出金、第１目 

県財政安定化基金拠出金は、２３万５千円の増額であります。これは基金の運用

益が見込額に達しなかったことにより、不足額が生じたことによるものでありま

す。 

第７款 諸支出金、第１項 償還金及び還付加算金、第３目 償還金は、４０



９万２千円の増額であります。これは平成２０年度の療養給付費等の事業の精算

により国庫支出金等の返還金が生じたことによるものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

 

○議長（大谷徹君） 

  説明が終わりました。本案について、質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  討論なしと認めます。これをもちまして、討論を終わります。 

  これより採決を行います。「議案第２３号」について、原案のとおり可決する 

ことにご異議ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  異議なしと認めます。よって、「議案第２３号」は、原案のとおり可決され 

ました。 

 

 

 

○議長（大谷徹君） 

  議案整理のため、暫時休憩いたします。 

 

午後２時２６分 休憩 

 

午後２時２８分 開議 

   



○議長（大谷徹君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第１０「議案第２４号 監査委員の選任同意について」を議題といたしま

す。 

  藤島幸子議員に申し上げます。地方自治法第１１７条の規定により、議席番号

１３番藤島幸子議員の一身上に関する事件のため、本件の審議終了まで退席され

ますようお願いいたします。 

〔１３番 藤島幸子議員・退場〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

  議長。 

 

○議長（大谷徹君） 

  松田広域連合長。 

 

○広域連合長（松田直久君） 

 議案第２４号 監査委員の選任同意につきましては、議会のうちから選任する

監査委員として、藤島幸子議員を選任いたしたく、本議会の同意をお願いするも

のであります。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

 

○議長（大谷徹君） 

  説明が終わりました。本案について、質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  質疑なしと認めます。これをもちまして質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。討論はございませんか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 



  討論なしと認めます。これをもちまして、討論を終わります。 

  これより採決を行います。「議案第２４号」について、同意することにご異議

ございませんか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○議長（大谷徹君） 

  異議なしと認めます。よって、「議案第２４号」は、同意することに決定いた

しました。 

  退席中の藤島幸子議員の入場を許可します。 

〔１３番 藤島幸子議員・着席〕 

 

 

 

○議長（大谷徹君） 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

これにて、会議を閉じます。平成２１年第２回三重県後期高齢者医療広域連合

議会定例会を閉会いたします。 

 ご苦労様でございました。 

 

午後２時３０分 閉会 


